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好きなところと残念なところの好きなところと残念なところの
両方に「中心街」が挙がっていて、両方に「中心街」が挙がっていて、

関心があるんだにゃ!関心があるんだにゃ!
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�組によってさまざまな
特徴がありおもしろい。

�小学生の頃、ほっき貝採り
やウニむきなどの体験をし
た。海が近いからこそでき
た貴重な体験だったと思う。

麺に絡まる肉味噌と、
とろみのある餡

あん

を
口いっぱいに頰張って
食べるのが幸せだった!

・祖母が作るイカの刺身が好き。
・�給食で出たりいかずきんズが
いたり印象的

商店街のお店同士の繋が
り、お得意様や常連さん
という関係性は都会には
みられない素敵な文化。

�・�人の手で制作される山車
は迫力があり、何回見ても
新鮮な気持ちで楽しめる。
・�努力の結晶が見られて熱くなれる祭り!
・�太鼓の音や掛け声が街中に広がって
いくので鳥肌が立つ。

・�イカや海鮮丼、せんべい汁な
ど食べ物がおいしい。
・�豊富な海産物のなかでも、　
特に焼きサバがとても好き!

高校の授業の一環で、是川縄文館、
土器や土偶、昔の是川の土地につい
て研究を行うため、何度も訪問した
りイベントを開催したりした。

幼稚園の親子遠足や中学校の職
場体験で訪問した。動植物との
触れ合いを通していろいろな感
性を育てられる場所。

・�水族館、動物園、映画館などが少ないところ
が残念
・高校生や大学生が楽しめるような場所がない。
・�中心街は買い物できる場所が少なく映画館も
無くなってしまったので、 お祭り以外で中心
街に遊びに行くことがなくなってしまった。
・�中心街のビルが閉館したり映画館が無くなっ
たりして、日中に立ち寄れる店が少ない。
・�遊びに行くところが限られ、八戸に楽しみ
を感じることができない。

はたちの成人代表者の皆さんに八戸の良さ、20歳を迎えての夢や目標などをお聞きしました。

八戸と
いえば?

八戸の
好きな
ところ

（複数回答あり）

好きな
給食

トップ3

八戸の
残念な
ところ

心に残って
いる思い出
の場所

3人3人

幼い頃、祖父と毎週買い物に行
きご飯を食べた。朝市に行くと
その頃を思い出して気持ちが
ほっこりする。

1位 2位
同率

八戸の特産品を使った献立を思い返すと、おいしいも
のがあふれている場所に生まれてよかったと感じる。
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はたちから見た八戸はどんなまち?

7人7人 せんべい汁サバのみそ煮じゃじゃ麺
（学校給食オリジナル）

イカ

八戸三社大祭

八戸えんぶり

是川縄文館

こどもの国

海産物などの食べ物がおいしい

自然が豊か 中心商店街

遊ぶ場所が少ない

館鼻岸壁朝市



教育環境の充実
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市長
から

�こどもの国やこどもはっちなど未就
学児から小学生までが楽しめる施設
はあるけれど、中学生以上が楽しめる
施設が無いと思う。子どもだけで
なく中学生や高校生、大人も身体
を動かして遊べる施設を作る。
（笹本さん）
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　昨年11月、はたちの成人代表者の皆さんは「はたちの成人代表者と市長との懇談会」に参加し、熊谷市長と懇談
しました。アイデアや取り組んでみたいことをお話しいただきました。

�小・中学校の授業に、八戸のことを学び他県
の児童・生徒と交流できる時間を取り入れる。
八戸の特徴や観光地などを知っておくこ
とで、たくさんの人に八戸の良さを伝え
ることができる。（木村さん）

共働き世帯に必要な施設や児童館を増やし、経験
や学びの場、親子の体験学習ができる「交流の場」
を作る。（橋場さん）

��ショッピングモールやアミューズメント施設、整備された
公園があると人が集まる。（田中さん）

八戸らしいまちづくり

子育て支援の充実

それぞれの提案の中に、皆さんの八戸のまちづくりへの思いを感じ、
とてもうれしいです。
「魅力的な施設をどう活用して八戸の魅力に繋げていくのか」とい
うことが、今後のまちづくりの課題だと思っています。
皆さんに居場所があって活躍できる八戸にしていきたいと思います。

�天候に左右されず、知育にもなる屋
内アスレチックを作る。視覚で楽し
める壁や床、アクティビティにユ
ニバーサルデザインを取り入れ
ることで多くの人に親しまれ
る場所ができる。（西山さん）

災害時に役立つものを発明するため
に昆虫テクノロジーの開発、おいしい
パンを作るために酵母の研究など、
研究分野で八戸に影響を与えたい。
（石屋さん）

子育てがもっと楽になるように、市内
にある病児保育、病後児保育の認知度
を上げたり施設を増設したりする。
（庭さん）

�教職員不足解消、教育の質をさらに向上させ
るため、教員の業務量の削減や分担などの見
直しなどについて意見を出していきたい。
（小瀬川さん）

�中心街の空き店舗をイベント
時の休憩所として活用する。
将来、空き店舗を使って地域
に住む人の健康維
持やネットワー
ク作りをしたい。
（今井さん）

コワーキングスペース・スタ
ディスペースなどの設置や、
本八戸駅周辺を市民が使い
やすい空間にして
「市民の憩いの場」
としての役割を
持つところに
する。
（北上さん）

八戸駅構内に、地元の人が自
由に書き込める案内ボードを
設置したり駅周辺の空き家を
有効活用したりする。三社大
祭と関連させて、
SNSで全国へ発
信すると良いと
思う。
（石橋さん）

高齢者が講師の「八戸料理教
室」を開催する。旬な食材を
使った八戸の郷土料理を作る
ことで、地元の食材・味を知る
きっかけになる。ま
た、高齢者にとって
は生きがいづく
りにつながる。
（新沼舘さん）

八戸をより良いまちにするために必要なことは?
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健康で楽しく
暮らせる人を増やす
大学での勉強を通し
て看護師と保健師に
興味が湧いた。看護
師と保健師の資格を
取得し、患者や地域
の人の生活を健康的
でより良いものにし
たい。

今
い ま い

井清
き よ み

美さん
八戸学院大学

木
き む ら

村春
は る と

翔さん
八戸工業大学

小学生の頃、暗い道が
苦手だった。暗い道
に街灯を設置するた
め、電気関係の仕事に
就きたい。交通事故
や犯罪リスクを減ら
し、みんなが安心して
通れる道を作りたい。

みんなが安心する
まちづくり

大学でユニバーサル
デザインについて勉
強し、利用者目線で物
事を捉える重要性を
学んだ。さまざまな
利用者に寄り添った
アイデアを出せるデ
ザイナーになりたい。

デザインで
暮らしやすいまちに

西
に し や ま

山遥
はるか

さん

八戸工業大学

新
し ん ぬ ま だ て

沼舘みゆさん

八戸学院大学
短期大学部

地域と連携した
施設を作る
地域の人に恩返しがし
たいと思い、高校生の頃
から介護福祉士の勉強
をしている。施設入所
後も地域のお祭りや子
どもと関わることがで
きる施設を経営したい。

建築で人々の暮らし
に貢献

北
き た か み

上茉
ま い

依さん

八戸工業高等
専門学校

建築士の父の影響で、中
学生の頃から、建築士と
なり建設現場で働きたい
と思っている。今後、物
流倉庫が重要になってく
ると思うので、物流倉庫
の建築に携わりたい。

 将来の夢は?

三社大祭に参加して
から、趣味で山車の
構図絵を描いてい
る。今までにない構
図でインパクトがあ
る山車絵を描いて、
実際の山車にした
い。

石
い し ば し

橋諄
あ つ ろ う

朗さん
八戸学院大学

自分の山車絵で
山車運行
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生物分野で研究活動
を続けたい
父の影響で幼少期か
ら昆虫と触れ合って
きた。生きものがと
ても好きなので、生
物分野で研究活動を
続け、専門的な知識
で社会の役に立つも
のを作りたい。

石
い し や

屋優
ゆう

さん

八戸工業高等
専門学校

田
た な か

中達
た つ や

也さん
八戸工科学院

幸せな家庭を
築く
学校の卒業と就職を
控え、自立し本当の
大人になる実感が湧
き始めている。
家族を養うために、
一人前の大人として
しっかり生きてい
く。

庭
に わ

菜
な な み

々美さん
八戸准看護学院

看護師になり
患者に寄り添う
高校生の頃、進路に
悩んでいたときに、
看護師の叔母から仕
事のことを聞き興味
を持った。
患者さんが元気に退
院するお手伝いをし
たい。

小
こ せ が わ

瀬川音
お ん

さん

岩手大学

進学・就職しても
研究を続けたい
叔母の影響で、医療
関係の仕事に就きた
いと考えていた高校
生の頃、東北大学の
先生の講義を聞き、
人の病気を治す職業
は医者だけではない
と気付き、研究職に
憧れている。

一人一人と向き合う
保育士
保育士となり、園を経
営したいと思い勉学
に励んでいる。園全
体の雰囲気を良くし
て保育者が働きやす
い環境や、子どもが
毎日来たいと思える
ような園を作りたい。

橋
は し ば

場美
み さ き

沙希さん

八戸学院大学
短期大学部

　1月7日（日）、令和6年八戸市成人式〜二十歳の記念式典〜を開催し、
1,566人が出席しました。旧友との再会を無邪気な笑顔で喜び合う一
方、りりしい表情で前を見つめる皆さんは「大人」として歩み始めてい
ました。今後、それぞれの夢を叶えるため、更に成長した姿を見せてく
れることを期待しています。

問広報統計課 Ｔ43-9317（記事について）　
　社会教育課 Ｔ43-9154（成人式について）

福祉の道で多くの
人を笑顔に
祖母が、病院スタッ
フと笑顔でリハビリ
に励む姿を見て、悩
み事や困り事がある
人に寄り添い、笑顔
にできる社会福祉士
を目指そうと思った。

笹
ささ も と

本京
きょ う か

楓さん
八戸学院大学

夢を抱いて未来へ

出席率は87%だったにゃ!参加してくれて
ありがとうにゃ!


